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日刊華鐘通信 No.2298    華鐘コンサルタントグループ会員専用   2010 年 2 月 22 日(月)

★ 華鐘グループのお知らせ 

■ 上海華鐘投資コンサルティング㈲第一期第 19 回董事会開催 

2010 年 1 月 28 日、華鐘グループ迎春新年会開催と同時に上海華鐘投資コンサルティング有限会社第一

期第19回董事会と上海華鐘コンサルタントサービス有限会社第四期第17回董事会も同時に開催されまし

た。今回の董事会の主要な審議内容は 2009 年度の决算であり、今年は春節休暇が 2月 13 日からというこ

とで、公認会計士事務所の年度会計監査（1 月 21 日から 22 日）と監事による監査（1 月 27 日と 1 月 29

日）とほぼ併行しての董事会開催でしたが、年度会計監査と監事監査も決算変更を要する指摘事項は無く

無事終了しました。今回の董事会における主要決議と報告事項は以下の通りです。 

Ⅰ.2009 年度事業経過報告、決算報告及び利益処分の決定 

Ⅱ.2010 年度事業計画 

Ⅲ.2010 年人員計画及び給与改定 

Ⅳ.2010 年度固定資産投資計画 

Ⅴ.会社株式制の検討について 

Ⅵ.組織機構の変更 

Ⅶ.｢華鐘希望小学奨学基金｣への義捐金の件 

(上記Ⅵ.組織機構の変更については 1月 21 日の日刊華鐘通信(No.2281)にてお知らせ致しました。) 

■ 中国の外資系企業の決算董事会について 

中国の企業は会計年度が1～12月の暦年と定められてい

るので、毎年の 2月～3月頃、多くの外資系企業は決算董

事会を行ないます。主な議題は前年度決算と今年度事業計

画の審議承認、また前年度決算で利益があれば利益処分・

配当決定も重要な議題です。新年度事業計画では勿論損益

計算書、貸借対照表、資金繰り表などの事業計画が重要で

すが、その他にも人事、組織、給与レベルの改訂、新規設

備投資計画、借入金の新規借入れや返済の計画、人員の採

用計画、会社諸規則の改廃等もあり、董事会で審議して決

定しなければならないことは大変多くあります。 

尚、華鐘グループの決算董事会における各議題に関して

は、毎年恒例の規定様式で作成しています。例えば、事業

経過報告は月別に右図の通り 1ページに纏めており、会社

の 1年間の基本的状況が一目瞭然です。又、前年度決算や

本年度の事業計画の損益計算書、貸借対照表なども規定の

様式で毎年同じフォームで作成するようにしています。 

 

以 上 
決算董事会議事録の事業経過報告様式 


